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論文内容の要旨
本論文は高品質の高炉用羽口等銅鋳物の製造法の開発を目的としてなされた研究成果をまとめたもの
であり，次の10章からなっているO
第 l 章では，本研究の目的，重要d性及び研究概要について述べている O
第 2 章では，高炉用羽口の構造，材質，製造法の変遷の調査結果と現用羽口の製造法について述べ，
未解決の問題点が多いことを明らかにするとともに，高炉用羽口の破損状況を調べ，破損はほとんどの
場合溶銑との接触，いわゆる溶損によって起こっていることを明らかにしている。
第 3 章では，この溶損現象を実験室的に再現するための試験装置を考察し各種の金属材料を用いて
溶損熱流束に及ぼす冷却水の流速，試料の融点及び熱伝導率の影響について調べ，溶損熱流束を高める
には冷却水の流速，金属の融点及び熱伝導率を高めることが有効であること，特に銅鋳物の熱伝導率を
高めることが重要であると再確認している。
第 4 章では，純銅及び微量元素を含有する銅合金鋳物の熱伝導率を測定し，添加元素の量及び種類と
熱伝導率との関係並びにポロシティ量との熱伝導率との相関性を明らかにしている。
第 5 章では，銅鋳物のポロシティ発生の原因となるガス吸収を明確にするため，密閉系の中で溶銅と
水蒸気との反応の平衡定数を求め，その反応の自由エネルギ一変化の数値を明らかにしている。
第 6 章では，現用羽口等に使用される微量添加元素を含む銅合金について，前章と同様の実験を行い，
合金溶湯と水蒸気との反応、につき，その平衡定数及び相互作用助係数を求めている O
第 7 章では，銅鋳物製造に実用されている各種の溶解炉における溶湯の酸素及び水素ガス吸収量を調
べ，誘導電気炉特に真空電気炉の場合ガス吸収量が少なく，実用上優れていることを明らかにしている。
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第 8 章では，銅鋳物の溶解，脱酸，注湯時における溶存ガスの挙動及びその量と製品密度との関係、を
求め，還元性フラックス被覆がガス吸収の防止に有効であること，また，それに対するリン等脱酸剤添
加の効果を明らかにしている。
第 9 章では，新たに開発した減圧・加圧鋳造法を用いて銅製冷却盤を鋳造し，従来品よりも，高純度
銅(高熱伝導率)でかつポロシティの少ない高品質の製品を得ることに成功したことについてのべて
いる。
第10章では，本研究で得られた結果を総括しているO
論文の審査結果の要旨
高炉には羽口，冷却盤をはじめ銅鋳物部品が多用され，これらの部品の高品質と安定供給は円滑な高
炉操業に不可欠である。本論文は高炉用羽口等銅鋳物の製造法の開発に関する研究をとりまとめたもの
で，得られた成果を要約すると次のようであるO
(1) 高炉用羽口の破損は溶損であることを明らかにし，各種金属材料を用いて溶損熱流束に及ぼす冷却
水の流東，試料の融点及び熱伝導率等の影響を調べ，これらの関係式を提示するとともに，冷却水の
流東は16m/sec以上，材質は銅鋳物を用いることが望ましいことを明らかにしている。
(2) 現用羽口に用いられている銅合金鋳物の熱伝導率，電気伝導率及びポロシティ量を測定し，微量添
加元素の種類及び量並びにポロシティ量との定量的関係を求め，銅鋳物の熱伝導率を高めるには純度
を高め，かつポロシティ量を低減することが重要であることを明らかにしている。
(3) 現用各種溶解炉における銅及び銅合金の溶解条件と酸素及び、水素ガス吸収量を実測するとともに，
溶湯処理における脱酸条件並びに注湯条件下でのガス吸収量及びポロシティ量を実測し，それらの相
互関係を明確にしている。
(4) 減圧・加圧鋳造法を新しく開発し，従来品より高純度，高熱伝導率でかっ低ポロシティ量の高品質
銅鋳物の製造方法を確立し，高炉用冷却盤の鋳造に成功しているO
以上のように本論文は高炉用羽口等銅鋳物の溶解及び鋳造法に関して数多くの新しい知見を得るとと
もに，減圧・加圧鋳造法という新しい鋳造法の開発に成功しており，その成果は鋳造工学並びに鋳造工
業の発展に貢献するところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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